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論文内容要旨
 顆粒含有細胞(granule-containingcells,GC細胞)と血管との関係については,これまで
 ほとんど詳細な研究がない。しかし,これを明らかにすることは,本細胞の機能を考察するうえ
 に重要である。本研究では,ラットの上頸神経節〔SCG〕および骨盤神経叢〔PP〕を潅流固定
 の後,この中のGC細胞集団およびその付近の微小循環路について,連続切片法による光顕的再
 構築と,また同一部位より超薄切片を得て,微細構造に関する電顕観察を行った。一部のラット
 には,血管内にメチルメタクリレート樹脂を注入して神経節の鋳型標本を作り,走査型電顕で観
 察した。
 SCGでは,GC細胞は20個以上の集団を形成することが多く,そこに多数の血管が入りこみ
 密な血管網を形成している。血管の内腔は通常の毛細血管より広く,断面は不整形である。壁は,
 多数の窓をもつ有意性内皮細胞からなり,きわめて薄く,周皮細胞に乏しい。すなわち,その構
 造は,多くの内分泌腺に見られる有窓性洞様血管に類似している。GC細胞は洞様血管に接し,
 かっこれを囲んでいる。GC細胞と洞様血管とは,しばしば200㎜以下に接近し,その間に2枚
 のbasallaminaをはさむ。
 一方,GC細胞から離れた神経節細胞や間質に分布する血管は,円形ないし楕円形の断面をも
 ち,厚い連続性内皮細胞と豊富な周皮細胞からなる連続性毛細血管である。しかもその分布は,
 GC細胞集団内にくらべて,はるかに疎である。GC細胞集団内血管網に対して,周辺より数本
 のこれら連続性毛細血管が放線状に出入りする。
 上記のGC細胞集団内血管に関する所見は副腎髄質や頸動脈小体と類似し,本細胞が内分泌機
 能かあるいは化学受容能を有することを示唆する。
 PPにおいては,GC細胞集団内に血管が進入することは少なく,付近の血管も分布が疎で,
 単純な走行を示す。これらの血管は,主として周皮細胞の発達した連続性毛細血管で,内腔の不
 規則な拡大もなく,壁も厚い。GC細胞とは数μm以上離れていることが多いが,しかし稀には
 GC細胞に200nm以下に接近し,窓を形成し,窓とGC細胞とが面することもある。神経節細胞
 付近の毛細血管にも稀ならず有窓性内皮が認められる。すなわち,GC細胞と神経節細胞付近と
 の間に血管の分布や血管壁の構造に大きな差異はない。
 以上のように,GC細胞に対する血管は,構造も分布密度も,身体の部位により大きく異なる。
 そして,SCGとPPを比較すれば,GC細胞が内分泌機能をもつにせよ,あるいは化学受容能を
 もつにせよ,その機能は,血管が特殊に発達したSCGにおいてPPよりも活発であろうと考えら
 れる。
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 次に,顆粒小胞の形態からGC細胞にLG型とSG型の2種が区別された。LG型細胞の顆粒は
 直径50-350nmで,限界膜,芯ともに形が不規則であり,芯はしばしば偏在し電子密度が高い。
 SG型細胞の顆粒は,直径50-150nmと小さく,形は限界膜,芯ともに円形で,両者の間にほ
 ぼ一定の幅のhaloをもつ。芯の電子密度は低ないし中等度である。
 SCGではSG型が圧倒的に多く,LG型はごく少数である。一方,PP内のmajorpelvic
 ganglia〔MPG〕では,2型がほぼ同数に出現し,LG型が優勢とする律来の報告と異なる。
 MPGでは低ないし中等度の電子密度をもつ楕円形または亜鈴形の顆粒を含む細胞も認められる
 が,これはSG型細胞の一部であると思われる。また,SG型とLG型の中間型細胞も観察された。
 次にGC細胞が関与するシナプスについてみると,連続超薄切片法により2種のシナプスが区
 別された。一つは直径約50nmの明小胞を多量に含むコリン作働性シナプスで,これは,GC細
 胞をシナプス後要素とする。他は,GC細胞をシナプス前要素とし,GC細胞内に直径約50nmの
 明小胞と80-150nmの顆粒小胞を含む遠心性シナプスである。後者におけるシナプス後要素の
 一部は,自由リボゾームを含む細胞質突起で,おそらく近傍の神経節細胞の樹状突起であると考
 えられた。SCGおよびMPGのいずれにおいても,数的には遠心性シナプスが圧倒的に多くを占
 める。
 このような2種のシナプスの存在は,本細胞が,たとえ内分泌機能をもつとしても,他の機能
 をも兼ねそなえていることを示唆する。そして,もし遠心性シナプスの後要素の一部が神経節細
 胞の樹状突起であるとすれば,GC細胞は介在ニューロンとして働くことになる。しかし,本研
 究では,後要素が知覚性線維である可能性も否定できなかった。このことと,SCGのGC細胞が,
 顆粒の形態からもまた血管との関係においても,頸動脈小体の主細胞とよく類似していることを
 考え合わせるならば,本細胞が化学受容を行うことも充分に考えられる。
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 審査結果の要旨
 モノアミンを含有する顆粒小胞を数多くもつ細胞,すなわち顆粒含有細胞(GC細胞)は,
 1963年ラット上頸神経節においてはじめて報告され,以来,種々の脊椎動物の自律神経節内に
 存在することが知られてきた。この細胞の機能については,これまでいくつかの説が提唱されて
 いるが,今日なお定説がない。また,本細胞と微小血管との関係についても詳細な研究がほとん
 ど行なわれていない。本研究は,GC細胞の機能究明に重要な,細胞と微小血管との関係,顆粒
 の超微形態,およびシナプスの構造を解明したものである。
 本研究はまず,連続切片法ならびに血管鋳型観察法により,ラット上頸神経節内のGC細胞集
 団付近の微小循環路を三次元的に明らかにしてい・る。それによると,GC細胞の大きな集団の中
 では,有窓性洞様血管が複雑な網工を形成しており,ここから連続性(無窓性)毛細血管が放線
 状に出入して,神経節細胞のまわりの連続性毛細血管につながる。内皮細胞の窓形成はGC細胞
 集団内に限局して認められるという。一方,ラット骨盤神経叢内の神経節においては,GC細胞
 集団に対しても主として連続性毛細血管が疎らに分布するのみで,神経節細胞に対する血管分布
 との間に何らの差異を示さない。このように,神経節によって,GC細胞に分布する毛細血管の
 性状が異な'るところがら,本細胞の機能状態にも神経節による差異があるのであろうと推論'して
 いる。
 本研究は,さらにGC細胞の顆粒の形態に注目し,上頚神経節では,頸動脈小体の主細胞と同
 型の小型顆粒を有する細胞がほとんどであり,骨盤神経叢では,大型顆粒をもつ細胞と小型顆粒
 をもつ細胞がほぼ同数に認められるとしている。骨盤神経叢では,これら両細胞の中間型と思わ
 れる細胞や,楕円体形顆粒を多くもつ細胞についても,はじめて記載している。
 最後に,本研究は,連続超薄切片法を駆使して,GC細胞が関与するシナプスを詳紳に調べ,
 上頚神経節においても骨盤神経叢においても,GC細胞をシナプス前要素とする遠心性シナプス
 が,本細胞をシナプス後要素とするコリン作働性求心性シナプスよりも圧倒的に多いことを示
 した。
 上記の所見に基づいて,GC細胞の機能に関し,1)モノアミンを分泌して体液性に神経節細
 胞に影響を与える,2)頸動脈小体主細胞と同様に化学受容能を備える,3)外来性神経線維と
 神経節細胞とを結ぶ介在ニューロンとして働く,という三つの可能性を詳細に論じている。
 このように,本研究は,GC細胞について,重要な新しい知見を提供するとともに,本細胞の
 機能的意義について考察を加えたもので,学位授与に値するものと認める。
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